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4 月 27 日に第 8 回市駅まちづくりワークショップが開催されました。今回は、今年度に実施する市駅グリーングリーンプ
ロジェクトの内容について議論しました。今年度の社会実験では、昨年の企画に加え、9 月中旬から「まちぐるみミュージ
アム ( 仮称 )」を行う予定で、そのコンテンツについて地域の方とどのような取り組みが可能か、具体的に話し合いました。

市民がつくる 「まちぐるみミュージアム」 実現可能な具体案を模索第 8回
ＷＳ

今回は、前半が学生による事例発表、後半が各班での議論・発表という流れで
した。まず永瀬ゼミの学生から、全国で既に実施されている「まちぐるみミュー
ジアム」の疑似例と、市駅周辺でも実現できそうな企画をいくつか紹介しまし
た。後半は、市駅から和歌山城周辺までを含む地図を広げ、市駅には何の資源
があり、誰の協力を経て、どのような企画が実施できるか議論しました。

※一部、内容を考慮して整理しなおしています。各班で出た意見
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体 験

A 班 アイデア 協力者・場所など
▶甲冑作り体験
▶人形作り体験
▶和菓子作り体験
▶小物作り体験
▶ホテルマン体験
▶職場体験

▷鷺ノ森別院
▷をぐらや
▷駿河屋
▷サイカ or なかにし洋品店
▷富士ホテル
▷ファーストビル ( 薬局・賃貸住宅センター・白木屋 )

▷世界一統
▷市立図書館
▷市民会館

周 遊
▶カフェ巡りツアー
▶スタンプラリー
▶宝探し

▷カフェ ( 喫茶ぼへみあん・Roje など）
▷東商店街
▷市駅周辺

グ ル メ
▶ビールやおつまみのテイクアウト
▶屋外でのミニラーメン販売
▶屋形船での飲食

▷ファーストビル
▷ラーメンひしお
▷市堀川

B　班

体 験

イ ベ ン ト

アイデア 協力者・場所など
▶マネキンでのカット or ヘアアレンジ体験
▶木工工作体験
▶インスタントシニア体験

▶市駅や市電の写真展
▶郷土土産品の PRと販売

▶朝市・移動スーパー
▶お宝鑑定
▶路上ストリートライブ

▷美容室 affetto 
▷谷沢家具

展 示
▷紀州研×南海電鉄
▷各地の観光協会 ( 和歌山市・加太・和歌浦 )
▷市駅周辺の空き家

▷マツゲン
▷杭ノ瀬質舗
▷市駅前広場
▷マジカルミュージックツアー実行委員会
▷市内の学校・学生

▶和歌山市駅周辺の歴史散歩歴 史 ▷和歌山市語り部の会

▶酒蔵見学
▶図書館バックヤードツアー
▶屋上庭園の開放

「まちぐるみミュージアム」 とは？
市駅前エリア全体を対象とした、市駅周辺の歴史や生活文化、生業、魅力的な空間などの地域資源に触れられる体験・
体感型プログラム。魅力の再発見とまちづくりへの参加を目的とした参加者みんなでつくりあげる企画です！



しい取り組みを始めます。市駅にある魅力的な資
源をみなさんで発見することで、より良い、実り
ある社会実験にできればな、と思います。一緒に
頑張りましょう！

今年度の社会実験では、市駅周
辺の店舗にご協力いただき、新

永瀬ゼミ３回生　吉岡香奈

第 9回ワークショップについて

編集後記

次回ワークショップは、7 月 8日（金）19 時より、
城北連絡所にて開催します。今年度の社会実験に
向けた準備について議論する予定です。
前半では、前回のワークショップを踏まえながら
具体的に企画した社会実験の全体像についても報
告を行います。今回がはじめての方もお気軽にご
参加ください！！

まちぐるみミュージアムと合わせて、
前年度に引き続き、市駅前通りの車道
( 北進 2 車線 ) の一部を歩行者天国化す
る社会実験を行います。芝生を用いた
ピクニック広場はもちろん、市堀川で
のクルーズ船の運航も予定しています。
昨年よりも実施期間を延長するととも
に、「まちなか河岸」「竹燈夜」等のイ
ベントも同時開催され、まちなか全体
が賑わいます！ぜひご期待ください！

C　  班

体 験

イ ベ ン ト

周 遊

アイデア 協力者・場所など
▶フルーツジュースづくり体験
▶ガーデニング体験
▶お茶会

▷西村青果
▷山本のタネ
▷地元の婦人会

▶歩行者天国ダンスイベント
▶地元の寄り合い食堂
▶子ども向け紙芝居
▶極上の昼寝

▶電車の車庫見学ツアー
▶河西橋で夕日撮影会

D　  班

体 験

周 遊

アイデア 協力者・場所など
▷くろしお
▷水辺座
▷白バイセンター

▶いわし料理体験
▶日本酒の試飲体験
▶白バイ乗車体験

▶空き家・空き地見学ツアー
▶紀ノ川散策

市駅前通り社会実験「市駅“グリーングリーン”プロジェクト」再び !!
※ “GLEAN”（拾い集める / 収集する）と “GREEN”（緑 / 環境にやさしい / 緑化する）をかけあわせた言葉です。
　 市駅周辺の資源や魅力を集め、緑があふれる、人と環境にやさしいまちづくりをコンセプトにしています。

▷本町のダンススクール
▷地元の婦人会
▷本町の紙芝居団体
▷坂田ふとん店

▷南海電鉄
▷河西橋

▷市駅周辺
▷紀ノ川

姫路駅前を視察

実施期間

●まちぐるみミュージアム
　9月 15 日 ( 木 ) ～ 10 月 2日 ( 日 )
●市駅前通り歩行者天国
　9月 30 日 ( 金 ) ～ 10 月 2日 ( 日 )
●市堀川クルーズ
　10 月 1日 ( 土 ) ～ 10 月 2日 ( 日 )

同時開催

○まちなか河岸（京橋～中橋周辺）
　9月 28 日 ( 水 ) ～ 10 月 2日 ( 日 )
○竹燈夜（和歌山城など）
　10 月 1日 ( 土 ) ～ 10 月 2日 ( 日 )
○わかやま城下町バル
　10 月 1日 ( 土 ) ※予定

→
昨
年
の
様
子

5 月 21 日 ( 土 ) に、市駅まちづくり実行会議と和歌山
市都市再生課の方々、永瀬ゼミの学生が JR 姫路駅北駅

前広場と大手前通りの視察を行いました。
姫路駅前の大手前通りでは、トランジットモール ( 公共交通のみ通行可の歩行者優先
道路 ) を導入した街路整備がなされました。また、姫路駅構内に設けられた姫路城を
望める眺望デッキ、駅前に広がる水と緑の広場、駅ビルの屋上公園などの工夫が発見
できました。
実際に駅前には多くの人が集い、水遊びをする子供たちや、広場に座り歌を聴く人
々で賑わっている光景が見られました。また、姫路市の行政の方々や一般社団法人
の方から、姫路の駅前における再整備についてお話しを伺いました。駅前の再整備に
おいては、人々の動線が駅前に店舗の利益に直接影響することもあり、専門家や行政
だけでなく、市民同士が多くの勉強会を重ねてワークショップや協議会に臨むなど、
積極的な姿勢が感じられました。
和歌山市駅前の再整備についても現在議論を行っていますが、街に住むみなさんが
当事者であることを認識し、和歌山の玄関口である市駅前の将来について、より一層
考えを深めていくべきではないでしょうか。また、その考えを共有し、一緒に作り上
げていくことが大切であると今回の視察を通しあらためて実感しました。
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